
                              総 渉 第 ２５ 号 

                              平成 16 年 7 月 20 日 

 

在日米海軍司令官  フレデリック・Ｒ・ルイ少将 様 

在日米海軍厚木航空施設司令官 リード･Ａ・エクストロム大佐 様 

外 務 大 臣   川口 順子 様 

防衛施設庁長官   山中 昭栄 様 

 

 

                          横浜市長 中田 宏 

 

 

       在日米軍ヘリコプターからの機関銃弾の落下事故について 

 

 

 去る、平成 16 年 7 月 19 日、横浜市泉区において、第１４対潜ヘリコプター部隊所属の

H－６０ヘリコプターが、上空を飛行中に機関銃弾約２００発を落下させる事故が発生しま

した。 

 今回の事故は、幸い人的な被害はなかった模様であるが、周辺には民家もあり、一歩誤

れば人命に関わる惨事につながるものであり、周辺住民に非常に大きな不安を与えたこと

は、誠に遺憾であります。 

 今回の事故の発生に強く抗議するとともに、貴職におかれましては、今後このような事

故が起きることの無いよう、次の事項について対処することを(米軍に申し入れるよう)強

く要請します。 

 

                  （  ）内は日本側への要請に挿入します。 

 

 １ 事故原因の徹底究明を図り、その結果を公表すること。 

 ２ 今回の事故に鑑み、今後このような事故が生じることがないよう、乗員の安全意識

教育の徹底、航空機及び積載物点検の徹底並びに住民の安全に十分配慮した飛行の徹

底など、安全対策に万全を期すこと。 


